
2020`年11月 18日

第一部 神の歴史計画から兄ろ|ll問 1時代
第 一車   ||1問 1時代 ヒ|■

第二章   ネ|||の ||II史 計 1山 |

中間時代   第一部 神の歴史計画から見る中間時代  【復習】

[]「 中間時代」 |ご 関する学び全体のアウトライン

第
‐
■|` 反キリス トの 〕̀′ 衣

第一章   反キリス トの ル表に関する預言
第二章   歴史的成就 =ア ンティオコス 4世 |:

第二章   宮きよめの祭 り (′ ヌヽカ)
第二青|` 宮きよめの祭 |′りでのメンアの教え

第一章   イ́エスの神 |′ |:II言 と )||′ 1の :午跡との関係

第 _1章    「光の 1~11を歩 il■|(Iコ ノヽネ 1:5～ 9)
(ヨ ハネ 10:22～ 39)

□は じめに

1昨年 9り |か ら 11月 の 311111こ
″
わた り、 第 ‐部 「ネ中の歴 史 FI―「liiか ら

'11ろ

||1問 |1寺千に| を扱いまし

た ,、

1. Illl洲
「
l寺 イヽと|よ 、 ||1糸勺」lill lll″ )翠祈1(ノ )1111i者‐く′シキ乃ヽら

'折

r」
‖キ|!111マ )1高 出

i『
11'(ノ )1時 |に lfノ、るよ

での約 /130年間を|十iし tす

2.こ の時代lr何が起きるかについては、バビロニヤの―liと メディヤ・ベルシヤの初期の
一liに仕えた預言1/ダニエルが、1川つの国に関する漁言をしていました.

(1)1日 約聖書の最後の預言者マラキは、第二の国 「メデ ィヤ・ペルシヤ」の時代。

(2)新約聖書の福音書が記すメシアの公生涯 3年半は、第四の国の時代.
(3)マ ラキからメシアの登場までを 1中間時代 |と いう.

(4)よ って、中間時代は、

① を収 り巻く世!:界の支|lil者が、メデ ィヤ・ベルシヤー→ギリシヤー→第

四の|」 と、大きく変動していく時期である、.

12)イ スラエルの民の視点からは、マラキまででエルサレムの再生を終え、メシ

アの到来を待つという時期である^

3.:本 日は、 第一-1¬
`の
復ヤ||をかねて、 ニニズラ言||と 不/ヽ ミヤ111を 1時系列で|IL!握 lン 、 預 i.‐ 者ハ

ガイとゼカリヤ、そしてマラキ士′)対 応を|-111確認 します_
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[]エルサレム再攀:の■|'の り、 メンア到末への1市え

メディヤ・ベルシヤがバビ1マ ニヤを倒した イスラエルの民はノヽビ「1ン |‖ il人|か らチ|′|ギ放
さオして、 ユグの11,lr'||1出 1(ダ =■ 5::〕 0～ 6中、 エスラ 1中:～ 61「 )

(1)ダニ 5:30～ 31 糸ll元前 539年、メディヤとノ`ヽ、ルシヤのよ合年]二が、バビロニヤの

首都バビロンを制圧

① メディヤの工はグリコス、ヘルンヤの十はクロス.実権はヘルシヤが中性 )

② ヘルシヤの居城 |ま スサ (ン ユンャン)であつたが、メデ ィヤ・ベルシヤは、
首都をそのま「主バビロンとした叶

10 その初代の上には、メディヤ人ダリコスが就任 (ダニ 5:30～ 31)ぃ 実権:は ク

ロスが握っており、グリコスが内政を担当し、クロスは諸民族の平定のため

軍を指揮 して遠征していたと,tll、われる.

C)ダニエル書 6申は、コダヤ人のダニエルがダリコスエlr重用されたときの事
件を記している_

(2)ユ1ス
・
ラ 1 :1～ 4 糸[|ノ [:lili 5:38イ li、  メデざィーヽフ・ア、ルン´`フυ:)年j2イ ヽ(ノ )11、  夕[コ スυ)1カ

/ヽ
|'

|IT:| イスラェルの民をバピ|コ ン|‖ il人|から∫情放し、「牧郷lf帰 ろ
「
とをli午 [´ た

② l市I:す る民lfは、エルサレムlr神殿を|1閾|するJと を命 t〕 た

(3)コ 1ズ
・
ラ 1 :5´ 1ヽ1 り.||〕芸υ)準備i

O り‐―ダーは、「ユダの君主シェシュバツァル|(1:8)=2:2「ゼルバベル_|
112,「ユダの君■|と いっても、=■ グI国 内:興を認められたわけではない.ゼル

バベルが 11の 家系であったt~と を示す.' マタイ1:121プ ロバヘル|
(4)エ ズラ2章  li:ill民 第 11坤の|;|11容

O リーダーはゼルバベル (2:2)
0 人祭司は、ヨンエア (2:2、 36)
0 彼らは、ユダの地lr入 り、部族 J:と lrかつての自分たちの町々|「住んだ (21
70)

(5)エ スラ 3章  |||1殿 111■lt l_1「 の |サ 11始

● 13 i l～7 彼らlt、 第 7の 月|´ エルサレム跡」|lll f集 |」 )、 十一 lィの律法 |「 従っ
て仮応の祭りを |サ llっ た (紀 元前 537年 )

0 3:8～ 13 その翌年の第 _の 月 (紀ノll」11536年)か ら仲殿再オ |:事 lr若 |:
(6)エ ズラ 4章  li:」」興民族の反対

(I)4:1～ 5 「その地の民」の反対により
~「

事は止まり、
「クロス+1の時代から、

′`ヽミルシヤのエダリヨスの治世:の時まで」(5節 )||」新した.
||||li21111 ′」:6′ 2ヽ3 後の時代 lf関十ろ||千人記 11(詳 t´ くlt、 後述)

CI 11:24 5節 から続く ネ||1殿 |-1閾tl事はグリコスの治 1世第 2年 1で |liよ った
(7)エ ズラ 5章 工事再開 (紀几前 520年 )
① 5:1～ 2 預言者ハガイとゼカリヤの預言を受けて、工事再開。
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，

´

0 5:3′ヽ17 サ|1向 っの総軒からダリコス l‖ l′ のヽ報 ||「
● ゼルバベルの公的な地位は 「ユダヤ人の総督 |(5:14、 6:7)[た だし、
コ_ダの1111が あ′)た‖|は、 メディヤ 。/ヽルシ′ヤの「呼動(~〔 |‐t iり |1向 J_う の却11

であり、州全体の 1′|ラ

′
tl r台 責任者として

「
川同 うの総臀 |(5i3)が いた_

(8)エ ズラ 6章  ダリヨス |ヤ )命令
CI 第 2代の 11ク ロスlfよ る中力令があった I_11を確認、し、「1関1費用の国費支出を

イ)l〕 た
―
.

0 15節  第・1代 {ノ )|:ダ リコスの治 |IL年;6イ |:(紀 ノ|111516・ 515年 )、 神殿は1:成

した

● 14節 「ヘルンヤの _liア ルタンヤスタυ)命令によってこれを建て終えた |

は、後の時代にエルサレムの城壁と円を|'ら復 したことを指す.挿人記事

である.(後 i本の 5.)

神殿 T11:た lli l l事 をしていた||:|「期 |「 、ノヽガイとゼカリヤはどの 上うな山 |=を t′ たのか

(1)ハ ガイの預言  ′ヽガイ 2:20～ 23(10節
「
ダリコス トV)第 2年 |:・ 紀ノli前 520年 )

① 神は天と1■を揺り動かす
② もろもろの王国の:[座 をくつがえす
③ 異邦の民の :|~「|の力を減ばし、1戦 中1と それ|:「 乗ろ者をく/Dが え―|~′ ||、すと騎兵
li彼 ら仲間同 |の御||‐ にっ 〔倒れ る

リヤ

、ゼルバ′＼ルは、神に選ばれて、
「
わた しはあなたを 111]り「ラのように■)~る |

腋言 ゼカ 11:1～ 21(7il iダ リコス 11の第 1年 |― 紀元前 518年 )(2) 
―
lザ

① 」三σ)日 (1～ 5、  12´ヽ15)

② メシアの王国 (6～ 11、 16～ 21)

3.エ ズラ記 l章～6章は、ネ||1殿 |1閥 1~|:市 :lf関する市1 lIで あるが、その中‐、′4:6～23の

部分は、後の時代には町の l11■11J対 して周す」リケ
Ill民
族から反対があったという挿人記事

(1)4:6 1ア ンヽシュエロス||=第 5代の上:(在位は、紀元Hi1 486～ 465年 )
● ユダヤ人のエステルを |:な ilと した 11(エ ス 1:1、 2:16～ 17)

(2)4i:7～ 23 「アルタンヤスタ | |よ 第 6代の 11(在付:|よ 、 イ1_1元 |キ
i1465～ 424年 )

(3)イ中殿向:な の次は、エルサ レムの町の本格的な |1閥|(城 ||1切 )|1多復を伴う)が′/要 |

しか し、周辺夕ll!民族はIIIIの 山itH f/)い て、211111「 わたり反対し、律設
~「

事を進める

[と ができなか った 。・・ フルクテ ンバウム円:|:υ )The lristol.ical and

(〕00gl'alD hical卜
.Ial〕
s()f lslヽ ac1  118 1rtl~:|、 ろと、 jヴ

'21111L ]|,|ltiサ
リ|:: |´

~〔
l li、 ン、ル

シヤの支配 |~対 してエジフ トが反 1ll.を tll J I´ 声時期と重なる、エルサレムが要求

化すると、ユダヤ人がコ_ジ フ トυ)側 lf/,く 恐れあり上警成されたのであろう_‐

(4)第 6代のIは反対派の意見を採用 して、城 Hドの修復を一時中止させた (4:21).

(1)1 4:12 1あ なたのとJろから、こちら|二 来たユダヤ人たち |

② 71申: アルタンヤスタIは、その治|‖:第 7年 にユズラを派遣した.
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4 エズラ記 7章～ 10章  第 6代の liア ルタンヤスタ治 111:下 でのエズラの活動
(1)エ ズラは、祭司であり学者 (エ ズラ 7:6、 21、 26～ 28)_

(2)エ ズラは、 liの 命令を受けて、 11の治 |||:第 7年 (紀 ノ11前 459年 )li、 バビロンを

出発し、エルサレム|「 liいた ・・【纂2神殿ザli成から57年経i品】
O I市■したユダヤ人たちl tr律法を教え、

`|II殿

祭儀を律法|こ のっとって行うため

であ′)た (エ スラ 7章 )

② +1の |~1的は、神の宮の祭儀を滞りなく行わせ、帝国の安寧を祈らせるため
`「
天

の神の御怒りが liと その 1′

・たちの国 |、「 |(る といけないから (7:23)

0川 向うの役人たち′ヽの |:の 命イ)(7:21ヽ 24)
G エズラの最初の11又 り利|みは、川i」リサ||1民族 !″ )||||||`をやめるJと (エ ズラ 9～ 10
章)

(3)=_の とき、J■ スラの教ズlf lミ って1励 まされたユダヤ人たちが、エルサレムの城壁

修復」二事を t´ ようと lン て、|||」 ;」興民族の反対を1召 き、―lil'よ る L」T中 LI■ 命令とな

つた (4:7～ 23)

(4)こ の丁_の中止命令が撤口され、城壁修復が許されるのは、
「
れから 13年後、―十の

治 1旦i第 20年 (イ |1元 IIi 145年 )の J上 であった それが、ネヘ ミヤ ;il l l『 iTi lされる

ネヘ ミヤ記   ネ‐′`ヽ̂ ミヤがユダ′)総軒となって城壁を 1与建 した
(1)1革～2車  ネヘ ミヤが総督となろ経緯
C1 1:1～3 エアレサレムの現状 1城壁はくずされ、門|ま火で|ザ |‐1き 払われたまま」、

イ11,ノ |・ iili 586イ |‐ バヒ|マ =■ヤ |、
~L′
っ~でコlル■|~レ ムが`|1皮りtさ れた

-11き
/)ヽ ら′|)ま ま、

ヒいうJ 上

● 1:4～ 11 ネヘ ミヤの祈 |リ

0 1:11 そのとき、彼は 11の 献的官であった`献的官とは、 11の側近の高官
0 2:1～ 8 工の治 1日 第 20年 (紀元前 445年頃)、 ネヘミヤは―11に願い出て、エ
ルサレム城壁イ1参復の許 11∫を受け、 ユダの総、督として現地IJ赴任した
CIユ ダの総督としての地位は 12年間であるが (5:14)、 12年間通してユダ|「
滞:有:し たオ,|す

~ご
li/t力 っヽた―tう

'ご
ル:)る (2:6、 5:16、 6:15、  13:6)_ フアレ

クテンバウム1専 |:の論「高 |マ ラキテ牛 5‐′ヽ̂一ジでは、ネヘ ミヤが城けを ll」10す

るためにエルサレム|「 洲|イ1:し た時期を、ホIIノ 11前 444～ 443年 としている:

● 2:6 1iは 、ネヘ ミヤが長すU■ 1ヽ任するJ_と |:F7:ん でいなかった

● 5:16 ネヘ ミヤは上十lf専念し、ユダの地に農地を買わなかった
● 6:15 城壁は、5211間で完成した
0'  113:6 二]l′レーリ‐レム|、

~い /tい 1時すり|がルぅ́「,1-

(2)1311■ 6ヽ11 」成‖||:(ノ )|11:た |:
|‐11).[〕 111: ||l1111戒 ||11/)|ら 復 | |||:|ヽ

~´
,tヽて、 1場 |]il~||‐

`)|||´

午vi:νってII:νつた

101`」 章 外側からの||1胆 1:1占 li」り,11民族の妨′|li: , 武装して 1中 を1■めた

5
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ρ
い
）

0 5車  |六l側の問U::11'111:´ 従|||十ろ民(ノ )負 |11 )負 債の|11(消 t_、 担保に収っ
■́ tヽ た ナ|‖ ベ

アー家・力 i[(llt、  11ズ
|)ヽ
II~〔 ~ご

い た FII I′
‐
(ノ )11、 い 1,(|_

こ)6章  ネヘ ミヤ1間 人|「 対十る||:II
● 6:15 =_れ らの|llWiや|1可 1を 乗り越え~〔 、52「1間 で城壁は山i建 された

(3)7章  門衛や神殿 |「 仕ズる人々などの任命
(4)8章  第 7月 に仮応の祭りを初ったcこ のとき、祭司で学者のエズラも協力じ
(5)9～ 10章 盟約 (9138) その内容は 10:30～ 39
(6)111章  エルサレム lt‐ 1'||:す る者を決める
(7)12章 祭百1と レビ人の名簿、12:27～ 13:3 城壁の本献式
(8)13:4～ 31 盟約から約 10年後、祭司たちも民も不信仰の問題に陥っていた

0 13:6～ 7 ~11の 治世第 32年 (紀元前 433年 )、 ネヘ ミヤはバビロンに行った
(― 総1)の任務終 」

´
).,その後しばらくた /っ て、:|二十fい と上を請い、エルサレ

ムlf帰 ってきた

② 13:4～ 31 1つ (プ )||||り tと それlr対寸ろ取り組み

● 祭 l flた ケメノ)ィ、||キ ||11)祭 |「 lがその ,11務 lfiキ :反する (13:1～ 9、 ―ヽ′ラキ 1:6
ヽ2:9)

● |二tの 不信仰(1〕‐)民が |・分の ‐を1本げる
「
とを育、り、祭 |_「 lゃ レビ人が逃げ

出す (13:10～ 13、 ス′ラキ 3:8～ 12)
● 民の不信仰C‐ |―→ユダヤ人男1生が周辺異民族の女性と不法な結婚をして、
偶像崇拝に染 1っ ていく (13:23～ 28、 マラキ 2:11～ 16)

0 預言者マラキは、Iの時すり|の ネヘ ミヤの活動 lf ll｀F応 してI11動 したものと推測
される[

● Iの点、9月 lrおける説1月 |エ ズラとネヘ ミヤの活動期||||(紀 ノt前 458～
433年 )と 1司時期とみられる|を訂 ||:し ます_糸 llり il前 433年からあと、

ネヘ ミヤが■官してエルサレムlf帰‖ した時期、が,-1li1 432～ 430年1の 1頂

かと1仕 ,則 され―t―il~ kっ て、 ||||‖ |1時イセ|,ま糸(」 4:30イ |'く らいで・■

マラキは、何を Iチ 1「キi´ たか

(1)3:1 メンアの前に、ウIFI駆者が来る 一)バ フテスマの∃′ヽネ
①  メシアは、突然、神lltl「 来る  〉 ■レ 不ヽ2i13～ 2]
(2)メ ンアは、イスラエルが待ち望んでいる lZせ約の使者である

● エ レミヤの新 しい契約 (エ レ31i31～ 34)
● マタイ26:281Jれ は、 わた しσ)契約・ ・ ・ |

(2)3:2～ 5 メシアが来る「|は、神の六ばきの ||である 。・・メシア |:l手 |lililの とき
(3)4:5～ 6 神のさばきの ||は、 |ゴ :の人いなる響、/)し い |||

0 ゼカリヤ 14:1で は |11の |― ||

② その時期が来る前lf、 |:1叩i言者ェリヤをイスラエル十二遣わす
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7 イエ スが
ツ
11ま オしたのは、 紀ノliII「 7ヽ 6イ |■頂 (′ ロヽデ 人 |:(カ タ|′去 ltitllノ 11市」1イ 11)[ この当

時、人々が実際に待ち望んでいたの |ま・・・ノ、ガイ、ゼカ リヤ、マラキの 1貞 言の成就
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